
韓国語のul／1ul格連続現象について  
一日本語のヲ格連続現象との対照一  

文  智 咲  

1．はじめに  

日本語のヲ格に対応する韓国語はul／lul格である1。日本語における、いわゆる「二重  

ヲ格制約」は従来単文だけの制約であると言われてきたが、文2005a，bでは、それは単  

文だけに当てはまる制約ではなく、複文であってもヲ格連綿が避けられる傾向があるこ  

とを明らかにした。   

一方、韓国語では、日本語に比べ、ul／1ul格連続が比較的自由に現れると言われてい  

る。例えば、韓国語では、次のような例文は許容されると言われてきた。  

（1）管可りき中量舎畳替敷中．（任1998）  

（直訳：おばあさんは私立手互掘った）   

（2）ユき号司豊中管主甘朝中．（任1998）  

（直訳：彼は国籍旦剥奪皇された）   

（3）中吉ユ量七普皇子盟ヰ．（任1998）  

（直訳：私は彼をプレゼント旦あげた）  

ところが、韓国語母語話者52人に次のような質問をし、文を完成させるよう求めたと  

ころ、先行研究の予測とは異なる結果が得られた。  

●質問：次の文を完成させてください。   

（a）呵辛主唱司量（雨の中主ヨンヒ互）   

（b）望手量望音量（チョルス旦顔旦）   

（a）は回答者の27％が文を完成させたが、すべて複文であった。（b）は23％が文を完成  

させ、そのうち2例が並列で他はすべて複文であった。韓国語では許容されるはずの単  

文中のul／1ul格連続が一例も出なかったのはなぜであろうか。   

従来、韓国語ではul／1ul格連続が許容されると言われてきた。本稿では、実際ul／1ul  

格連続が抵抗感なく自由に使われるのかどうかについて、コーパスの分析を通して考察  

する。  
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2．先行研究の検討及びアンケート調査  

2．1先行研究の検討   

まず、韓国語の二重ul／lul格に関する従来の研究を概観する。   

韓国語では単文中のul／1ul格連続が許容されるという前提で、研究が進んでいる。代  

表的な研究として、任洪彬1979、1998、李胱鏑1988、徐瑠午1996、威光秀1999などが  

挙げられる。   

徐1996では二重目的格の文を［1］大小関係頬型［2］副詞語代置類型［3］数量詞  

関係類型［4］与格類型 ［5］hada（村中）及び同族目的語類型2の五つのタイプに分  

校している。任洪彬1979、1998、李恍鏑1988もul／1ul格連続に詳しいが、上記のよう  

なタイプ分けは大きく変わらないので、以下、徐1996の分類を中心に見ていく。   

まず、［1］大小関係類型は、「Nl－ul」と「N2－ul」が「全体」と「部分」の関係を示す  

タイプであり、このタイプは（5）のように「Nl・ul」を所有格の「Nl－ui国）」に置き換  

えることができる。  

（4）申スt7t甘ス一畳音皇卦叶（徐1996）  

（直訳：女が男旦背中旦叩いた）   

（5）司ス何甘ス一望音主義甘（徐1996）  

（直訳：女が男の背中を叩いた）  
′ヽ、ノヽ＋   

［2］副詞譜代置類型とは、N2が副詞句に変わるもので、副詞語は日本語の付加詞に相  

当する。このタイプは、（7）に示すように「N2－ul」を「N2－lo（孟）」に置き換えること  

ができる。  

（6）ユ古里三豊舎豊中善悪中・（徐1996）  

（直訳：彼はぶどう旦お酒旦造った）   

（7）ユ旨豊丘量書具せ善悪甘（徐1996）  

（直訳：衡まぶどうをお酒に造った） ＋′ヽノ■ヽ．  

例文（6）は次の（8）のように言いかえることもできる。  

（8）ユき旦三景奪皇せ普盟ヰ  

（直訳：彼はぷどうでお酒を作った） ノ＼〈＋   

（7）のトlo（旦）」は、生産物を表しているが、（8）では道具を表している。  

［3］数量詞関係頂型はN2が数量を表わす名詞句をul／1ul格として取り、ul／1ul格連続  

になるタイプである。また、片方のトul」を省略することができる3。  
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（9）叶叶叶エフ1量雪中司畳替毀叶（徐1996）  

（直訳：子供が魚旦10匹旦捕った）   

（10）oto17tエフ1量望中司 甘安中．  

（直訳：子供が魚旦10匹捕った）  

続いて、［4］与格類型は、「Nl－ul」を与格の「Nl－ege（珊瑚）」に置き換えることがで  

きるタイプである。動詞は「あげる／くれる」という意味の「ju－da（手中）」類である。  

（11）可司り7t dtOl量翼皇子盟甘（徐1996）  

（直訳：お母さんが赤ちゃん旦お乳旦あげた）   

（12）可司りフ一斗01可用賀書手盟ヰ．（徐1996） ′ヽ′＼′＼ノ＼＋  

（直訳：お母さんが赤ちゃんにお乳をあげた） ノヽ＿へ＋  

［5］‘hada（割q－）’関連類型と同族目的語類型とは、日本語のサ変動詞に対応するhada  

動詞がul／1ul格を取るタイプと同族目的語を取るタイプである。このタイプでは、（14）  

（16）に示すようにN2が取るトul」は省略することができる。  

（13）ユ井手卑主音早量せ甘（徐1996）  

（直訳：彼が数学旦勉強生する）   

（14）ユアーキ可主音早せ叶（徐1996）  

（直訳：彼が数学互勉強する）   

（15）召刊フt C弓昇叫増小量菅皇ヤ望亡L（徐1996）  

（直訳：キョンエが女性飛行士旦夢立見た）   

（16）召明7t司希呵旬月量菅干乱打（徐1996）  

（直訳：キョンエが女性飛行士旦夢見た）  

以上、徐1996を中心に韓国語のul／1ul格連続について見た。  

2．2 アンケート調査の概要及び問題の提起   

徐1996の五つのタイプを中心に、韓国語母語話者を対象にして許容度を調査した。ア  

ンケート1ではul／1ul格が連続する文と連統しない文とを並べて許容度を調査し、アン  

ケート2では、同じ意味の文でul／lul格が連轟売する文と連続しない文とが並ばないよう、  

例文をランダムに入れ換えて許容度を調査した。被験者は、アンケート1は韓国語母語  

話者33人（大学生）、アンケート2は韓国語母語話者31人（大学生）である。いずれも  

ul／lul格連続文の許容度が非常に低いという結果が出た。   

アンケート3では、韓国人母語話者（大学生・院生）19人に対して、名詞句や動詞な  
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どをランダムに並べて提示し、その中で旬または単語を選んで作文するように求めた。  

提示したのは、徐1996の二重ul／1ul格の例文を基本パターンにして、少し変形を加えた  

ものを提示し、被験者がul／1ul格が連続する文を選ぶのか、それとも連続しなtl文を選  

ぶのかを調査した。例えば、以下のような問題である。  

（17）otol喜，望叫き，軒繁斗，全音喜，OtOl乳 合音句  

（直訳：子供を、お母さんは、切った、爪を、子供の、爪の）  

→回答例：望口粍d川当主音豊常飲q  

（直訳：お母さんは子ども毀爪皇切った）  

アンケート3では、上記のような問題を20間接示したが、ul／1ul格連綿が選択された  

ものは1例もなかった。   

アンケート4では、徐1996でul／1ul格連続文として提示されている例文を基本パター  

ンとし、実例で見つかった例文も加え、助詞のところを空欄にして括弧を埋めるよう求  

めた。例えば、以下のように提示した。  

●次の（）の中に適当な言葉を入れてください。   

（18）叶叶項巨竜ヰ（ ）阜革（ ）手盟叶  

（直訳：お母さんはチョルス（）お小過い（）あげた）  

アンケート4の被験者は韓国語母語話者24人（大学生）であり、各々34間を質問し  

た。アンケート調査の結果、以下の3例だけがul／1ul格連続であった。  

（19）ユキ（む社（喜）息巻（含）し『ヱせ憩ヰ∴2人（8％）  

（直訳：その二人（ヲ）やっつけ（ヲ）してしまおう）   

（20）博史句 召早朝（書）喫せ喫望（喜）甘辛音感叶：1人（4％）  

（直訳：犯人の家のまわり（ヲ）幾日幾日（ヲ）潜伏をした）   

（21）瑚召明（喜）正午（普）せ嘗可早望甘り坤？：1人（4％）  

（直訳：女の子（ヲ）教授（ヲ）作って何（を）しますか？）  

（19）～（21）の各例文は、すべてコーパスから取った例である。これらの例文を徐1996  

に照らし合わせてみよう。（19）は、「且透い朴ヰ（yqjeolnaeda，やっつける）」という一つ  

の動詞句内に「－ul」が入っており、「N2－ul＋Ⅴ（息巻音十川q）」が「Nl（その二人）」  

を項とするという点から、徐の［5］‘可斗（hada）’関連顆型と同族目的語類型に分類す  

るのが妥当であると考えられる。（20）は、「場所－ulJ「時間－ul」トulhada」の三つの「－ul」  

が連綿することになる。［3］数量詞関係類型または［5】の‘hada’関連類型に分類して  

よいであろう。（21）は、［2］副詞譜代置類型である。また、これらの問いに関して、回  
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答が2人（8％）、1人（4％）、1人（4％）で、非常に低いことが気になるところである。ア  

ンケート調査の詳しい内容及びその分析については別稿を準備している。   

アンケート調査の結果から考えると、先行研究で指摘されているほど、韓国語母語話  

者はul／1ul格連続を好まないのではないかという予測が立てられる。このことから、韓  

国語のul／1ul格連続文を再検討する必要があると思われる。さらに、従来の研究では、  

コーパスの中のul／1ul格連続の使用実態については殆ど触れていない。本稿では、韓国  

語のコ ーパスを通して、ul／1ul格連続文の使用実態を明らかにする。  

3．コーパスに見られる山／1ul格連続  

3．1考察の対象及び範囲   

本節では、韓国語コーパスの中で、ul／lul格連続がどう現れているのかを見てみる。  

コーパスは「文化体育部と科学技術処の研究課題国語情報処理基盤構築とmP2000の  

KAほTコーパス」（1997）を利用して、単文か複文かという文の構造を考えず、述部を  

挟まずにul／1ul格名詞句が二つ以上連続する例文を採集した4。  

3．2 実例分類の結果   

コーパスの中のul／1ul格連続の実態を示すと次の【表1】のようになる。【表1】は、  

3．1節の方法で採集した例文を文のタイプによって分類したものである5。  

【表1】韓国語のul／1ul格連続文のタイプ  

文のタイプ  例文   ％   

A   NトulN2－uⅣ   54   12％   

B   【Nl－ul［N2－ulV2］Vl】   188   43％   

C   【Nl－ul‖N2－ulV2】N3】Vl】   65   15％   

D  Nl－ul［N2－ulV2】（1a）koVl   13   3％   

E   Nl－ulN2－uⅣ   116   27％  

計   436   100％  

文2005bでは、【表2】のような日本語のヲ格連統の使用実態をあげている。【表1】と  

比べてみたい。  
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【表2】日本語のヲ格連続文のタイプ（文2005b改）6  

文のタイプ  例文   ％   

A   NlヲN2ヲVl   20   6％   

B   【Nlヲ【N2ヲV2］Vl】   200   59％   

C  【Nlヲ【【N2ヲV2］N3】Vl】   67   20％   

D   ［Nlヲ【N2ヲV2］とVl】   24   7％   

E   NlヲN2ヲⅤ   29   8％  

計   340   100％  

Aタイプは、一つの動詞が「ul」を二つ取っており、いわゆる二重ul／lul格である。  

日本語のAタイプは6％であったが、韓国語の場合12％で、日本語を上回る。Bタイプ  

は、連用修飾節を含む複文であるが、韓国語が43％、日本語が59％で、日本語の方がや  

や多いようである。Cタイプは、連体修飾節を含む複文で、韓国語が15％、日本語が  

20％である。Dタイプは引用節で韓国語は3％、日本語は7％である。Eタイプは、並列  

で、韓国語は27％、日本語は8％である7。以下、各タイプの例をあげる。  

△Aタイプ（Nl－ulN2JulV）   

（22）古増01句 せ阜喜ヒ小菅皇叫倉皇O一里珊想愚叶（土包望且蕾せ）  

（直訳：ユンションの言葉は聞く人旦心を痛く刺した）   

△Bタイプ［Nl－ul［N2－ulV2】Vl】   

（23）塑苦せ】せ琴主唱皇且可∴訃音戦中．（叫可1賀♀甘司☆斗卑）  

（直訳：哲宗の尊政皇口皇そろえて称えた）   

△Cタイプ【Nl－ul［［N2－ulV2】N3】Vl】   

（24）号可 瑠ゼ暮雪卑舎 人1， 上巻，司卑，せ昔普皇 ユ キフ一女】Ⅷ更豊  

中中計旨ス一息旦01阜斗きせ唱喜甘人1申立恕ヰ．（昔卑呵瑠阜）  

（直訳：特に精神分析学は詩、小説、戯曲、散文など生その作家の内面旦把握  

する資料に利用する方法を暗示している）   

△Dタイプ【Nl－ul［N2－uⅣ2】－（1a）koVl］8   

（25）可1可可互フ一 昔中旬 フ1音皇 01嘲卑 管千畳 尊重斗き 望01申立  

斗盟きql（昔卑叫瑠阜）  

（直訳：エリエートが文学の機能亘理解と郷愁主催進することであると言っ  

た…）   

△Eタイプ［Nl，N2－uⅣ】   

（26）ユ叶乳監ユ相可書豊且旦き瑚書且司 舘ヱ（卑せ句増）  

（直訳：その家庭旦、その子供たち旦知らぬふりをして…）  

－19－   



4．Aタイプ：単文中のul／1ul格連続  

本節では、コーパス調査で得られた単文中のul／1ul格連続を中心に韓国語のul／1ul格  

連綿の使用実態を調査した。韓国語のAタイプのNl、N2の組み合わせを示すと次の  

【表3】のようになる9。  

【表3】韓国語のAタイプ   

対 象  相 手  所 有  場 所  時 間  材 料  その他   計   

対 象  4（7％）  12（22％）  1（2％）  4（7％）  2（4％）  1（2％）  24（44％）   

相 手  1（2％）  1（2％）   

場 所  1（2％）  1（2％）   

時 間  2（4％）  2（4％）   

数量詞  3（6％）  3（6％）   

badalO  13（24％）  3（6％）  2（4％）  1（2％）  19（35％）   

慣用句  2（4％）  1（2％）  3（6％）   

目 的  1（2％）  1（2％）   

計  22（41％）  7（13％）  12（22％）  4（7％）  6（11％）  2（4％）  1（2％）  54   

日本語のAタイプは【表4】のようになる。  

【表4】日本語のAタイプ（文2005b改）   

対 象  場 所  状 況  時 間  何 ヲ  トコロヲ  その他   計   

対象  3（15％）  1（5％）  1（5％）  2（10％）  2（10％）  9（45％）   

場所  3（15％）  3（15％）   

状況  1（5％）  1（5％）  2（10％）   

サ変動詞  2（10％）  2（10％）  4（20％）   

慣用句  1（5％）  1（5％）   

その他  1（5％）  1（5％）   

計  3（15％）  6（30％）  4（20％）  1（5％）  2（10％）  3（15％）  1（5％）  20   

【表3】【表4】から韓国語のAタイプ「単文中のul／1ul格連続」は、436例中54例で  

12％を占めており、日本語のAタイプ「単文中のヲ格連続」（340例中20例、6％）より  

やや多いことがわかる。  
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さらに、日本語のAタイプに見られる「状況」「何ヲ」「トコロヲ」などは韓国語には  

見られないが、韓国語のAタイプでは、日本語のAタイプには見られない「相手」「所  

有」「材料」「目的」が見られる。  

「Nl－ulJ「N2－ul」の組み合わせを比べると、韓国語の「対象－ul相手－ulJ「対象－ul数量  

詞－ulJ「所有－ul対象－ulJ「材料－ul対象Tul」等は日本語には見られないタイプである。例  

えば、次のような例文である。  

（27）ス1音甘心生きせ皇叫量子干司．  

（直訳：今あなたが使う部屋旦私立ください）：「対象－ul相手血」   

（28）せ瑠尊皇3唖】乳皇人†手可叫（せ珊今昔召き小宮喜）  

（直訳：単行本旦3百冊旦買う）：「対象－ul数量詞－ul」   

（29）瑠琶♀寺領皇尊皇甘叫甘忍中．（卑阜奄八一号句昔土）  

（直訳：キョンリムはスクヨン旦手旦引っ張った）：「所計ul対象－ul」   

（30）瑚召朝重唱望皇せ書可 望可司スtヱ01司匂り坤（ロ1せ）  

（直訳：女の子五番家旦作って何をするんですか）：「材料一ul対象－ul」  

上記の例文は徐1996に照らし合わせてみると、（27）は［4］与格類型、（2和ま［3］数量  

詞関係頬型、（29）は［1］大小関係規型、（30）は［2］副詞譜代置頬型である。  

上記例文（27）のように、「相手」が「ul」を取るということは、日本語では見られない  

例である。この場合の「相手ul」は、次のように日本語の「に」格に相当するトege  

（叫珊）」に置き換えることができる。  

（31）ス1音せ吏坐旨甘呈し一里手干司  

（直訳：今あなたが使う部屋を私にください）  ＋ ′ヽノヽ  

アンケート1と2とでは、徐1996の［2］与格類型の許容度を調査した。平均許容度は  

次のようになる11。（完全に許容される場合，平均許容度は100になり，完全に許容され  

ない場合は0になる）  

（32）a oう司り旨奄牟量阜喜皇子盟中．（平均許容度：3）  

（直訳：お母さんはチョルス旦お小過い旦あげた）  

b叶叶項きせ盲皇智幸皇章票1斗（平均許容度：10）  

（直訳：お母さんはお小遣い旦チョルス旦あげた）   

（33）a叫きユ量ゼ尊皇辛労中．（平均許容度：6）  

（直訳：私は彼旦プレゼント旦あげた）  

b叫きせ号皇ユ量子盟中．（平均許容度：19）  

（直訳：私はプレゼント旦彼旦あげた）  
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（34）a中量ユ甘皇子干軋（平均許容度：10）  

（直訳：私生その部屋旦ください）  

bユ甘皇ヰ皇子干軋（平均許容度：37）  

（直訳：その部屋旦私立ください）   

（32a）（33a）（34a）は「Nl（ヒト）－ulN2（モノトul」タイプであり、（32b）（33b）（34b）は  

「N2（モノ）ulNl（ヒトトuり タイプである。（32a）（33a）（34a）は各々平均許容度が3、  

6、10であり、（32b）（33b）（34b）は10、19、37である。それぞれ（b）の方が許容度が明ら  

かに高いことがわかる。基本語順である（a）より（b）の方が許容度が高いということは注  

目すべき結果である12。   

一方、「hada」禁則ま日本語のサ変動詞類と同様に、「N2－ul＋hada」がNlを項とする  

他動詞相当と考えられ、他の類型とは異なる。  

（35）塑干号皇召旦主星用量軒フ1主副巧，（沙叶叶軍司）  

（直訳：友達主家に招待旦したりもして）：「対象ulN－ulhada」  

以上のように、単文では、韓国語のul／1ul格連続文と日本語のヲ格連続文はかなり異  

なっていることがわかる。それでは、複文ではどうであろうか。次節では、Bタイプに  

ついて見てみる。   

5．Bタイプ：連用修飾節（【Nl－ul【N2tulV2】Vl】）  

Bタイプは、連用修飾節で［Nl・ul［N2－ulV2】Vl】のようなタイプであり、総436例中  

188例（43％）が見られた。韓国語のBタイプのNl，N2の組み合わせを示すと以下の  

【表5】のようになる。【表6】は日本語のBタイプである。  

【衰5】韓国語のBタイプ13  

対 象  場 所  時 間  hada  その他   計   

対 象  91（48％）  6（3％）  5（3％）  

場 所  3（2％）  2（1％）  5（3％）   

時 間  1（1％）  1（1％）   

複合辞  67（36％）  1（1％）  1（1％）  2（1％）  71（38％）   

慣用句  6（3％）  6（3％）   

計  168（89％）  9（5％）  5（3％）  1（1％）  5（3％）  188   
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【表6】日本語のBタイプ（文2005b改）  

対 象  場 所  状 況  時 間  トコロヲ  その他   計   

146（73％）   

場 所  2（1％）  2（1％）  3（2％）  7（4％）   

禎合辞  17（9％）  17（9％）   

慣用句  19（10％）  7（4％）  2（1％）  28（14％）   

その他  2（1％）  2（1％）   

計  134（67％）  38（19％）  16（8％）  4（2％）  6（3％）  2（1％）  200   

【表5】【表6】から、韓国語のBタイプでは、「対象－ul対象－ul」が188例中91例で  

48％を占めている。これは日本語のBタイプ（「対象ヲ対象ヲ」は47％）の割合とそれ  

ほど変わらない。   

一方、日本語では「場所ヲ対象ヲ」が14％（29例）を占めているが、韓国語の場合  

「場所－ul対象・ul」は3％（6例）であり、日本語に比べ非常に少ないことがわかる。．そ  

れに対して、韓国語のBタイプではN2が複合辞の例が38％（71例）で日本語に比べ非  

常に高い割合である。   

Aタイプでは、日韓両言語のヲ格・ul／1ul格連続の使用実態は異なるが、【表5】と【表  

6】を見比べると、Bタイプでは若干の適いはあるものの、大きく変わらないようであ  

る。Bタイプの組み合わせを示すと以下のようになる。  

（36）朴当♀ 句ロ1句 01嘲 哺阜皇号斗圭司月計更べ重合，巻祁可壱  

フ1喜01q・．（昔卑叫瑠喜）  

（直訳：解釈は意味の理解内容旦読者旦意識しながら、陳述、展開する技術で  

ある）：「対象－ul対象一ul」   

（37）ユ≒・1坦可人1句 望可呈月 ♀司 曾01ス圧 巻甘可 号卑可可  

塑君望皇卑青苗句皇音嘲且司書叫．（1950七旦瑚甘早番昔卑）  

（直訳：彼は現代詩の言語で我が言葉が持っている欠陥が文化語の貧困である  

こと旦作品分析旦通して見せる）：「対象－ul複合辞」   

（38）包智斗 せ卑 叶叶 瑚キ中吉 嘲斗量，司瑠阜 せ考量 71貴司司中  

音正史盟斗．（司ス拍相国）  

（直訳：院長とサンタマが続ける対語旦、ヒジョンは中主のぞきながら聞いて  
いた）：「対象－ul場所－ul」   

（39）フ1人う1寺珊 卑且主旨首巻皇韻主軸ヱ叫斗且き 二計叶盟ヰ（土包暮雪型孜）  

（直訳：勢いよく燃え上がる炎旦気旦失って眺めるのであった）：「対象ul慣用  

句」  
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（40）望司ゼヰl召皇ユリき阜脅せ圭司更べ 草書書生司主唱音更べ  

召斗刀1召可改中．（せ中き蚕阜召合奏旨蚕）  

（直訳：一直線の遊星彼女たちはいたずら旦しながらあるいは大声で騒ぎなが  

ら元気に歩いていった）：「場所－ul対象－ul」   

（41）杏叫呈昔可せ半句奉呈ql瑠句司亘＝当寺量叫己川 叫司書号音  

召司 書司五重せ望01司（せヰ旨 類書召舎費≒召）  

（直訳：梅雨で（水量が）増えたムシン川旦四人の女子学生の後立ついてズボ  

ンを巻き上げて渡った…）：「場所－ul場所－ul」   

（42）叶き 単音主 旨主 音阜・祁 ユ 増刊壱・書71ヱ忠恕中．（司含孝司司書）  

（直訳：私はしばらくの間旦日登つぶったままその行為を楽しんでいた）：「時  

間－ul対象－ul」  

ここで、韓国語の単文100例中のul／lul格の出現率がどうなっているかを見てみたい。  

次の【表7】はHankyoreh新聞（Internet版（wwwhani．co．kr））の2005年11月30日の  

記事を調査した結果である。  

【衷7】単文100例中のul／1ul格  

ul／1ul   例文   ％   

対 象   88例   88％   

場 所   1例   1％   

裡合辞   4例   4％   

慣用句   1例   1％   

hada   6例   6％   

計   100例   100％   

【表7】から見ると、単文での「対象－ul」の出現率は88％であり、複文で「対象－ul対  

象－ul」が現れる出現予測値は77％であるが14、複文のBタイプでは「対象一ul対象一ul」  

が41％である。これは予測値より非常に低い数値である。一方、「場所－ul対象－ul」の出  

現予測値は0．88％であるが、実際は3％（6例）で予測値より高い。韓国語のBタイプ  

で「対象一ul対象－ul」が出現予測値より非常に低いこと、「場所－ul対象－ul」が出現予測値  

より高いことは、日本語のBタイプと同様の結果であることに注目したい。   

文2005bでは、単文中の対象ヲ格の出現頻度を調査し、93％という数値を得た。複文  

中の主節の述部と従属節の述部にヲ格がまったく同様の比率で現れるとした場合、「対象  

ヲ対象ヲ」の出現の予測値（93％×93％）は86％であるが、実際は47％であり、予測  

値よりかなり低い数値であった。よって、日本語では、単文だけでなく複文であっても  

ヲ格連続は避けられるということが確認できた。  
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以上の結果から、これまで、「二重ヲ格制約」は一つの動詞がヲ格を一つしか取ること  

ができないという制約であると言われてきたが、二つ以上の対象ヲ格を許容するはずの  

複文であっても、対象ヲ格の連続が避けられる傾向にあるということが明らかになっ  

た。その理由は、文構造の上で許されても文解釈に支障をきたすからであろうと考えら  

れる。このような考察に基づいて、文2005bでは、日本語のヲ格連続を考える際、文構  

造だけでなぐ情報構造から考えなければならないことを指摘した。   

また、今回の調査で、韓国語においても、禎文であれば自由に出現するはずの「対象－  

ul対象－ul」の出現率が41％で、出現予測値（77％）より非常に低いということが確認で  

きた。これは、韓国語のul／1ul格連続を考える際、日本語と同様に、文構造だけでなく、  

情報構造の視点からも考えなければならないということを示唆している。  

6．まとめ及び今後の課題  

本稿の調査結果をまとめると次のようになる。  

Ⅰ 先行研究ではまったく自由だと言われてきた、韓国語の単文中のul／1ul格連続につ   

いてアンケート調査を行った結果、先行研究で言われているほど自由ではないことが   

確認できた15。  

Ⅲ 一方で、コーパスから見ると、韓国語のul／1ul格連続は、日本語に比べて、単文中   

でも相当数現れることが確認できた。  

Ⅲ しかし、禎文の場合、日韓両言語では同様の傾向が見られた。すなわち、韓国語で   

も碑文であれば、自由に現れるはずの「対象－ul対象－ul」の組み合わせは、出現予測値   

より非常に低いことが確認できた。これは、韓国語のBタイプが日本語のBタイプと   

同様に、複文であるにもかかわらず、「対象－ul」の連続が避けられる傾向にあることを   

示している。これはつまり、日本語と同様に、韓国語でも「対象－ul」の出現を妨げる   

ある種の働きが作用していることの証拠であると思われる。韓国語のul／lul格連続に   

おいても、文構造の側面から分析するだけではなく、情報構造から分析すべきである   

ことを示唆しているのである。   

本稿では、コーパスによる韓国語のul／1ul格連続の実態を提示するにとどまった。韓  

国語の単文中のul／1ul格連続の各矯型に関する詳しい分析、及び数量詞構文に関する日  

韓対照は今後の課題としたい。  

注  

1前に来る名詞が呼音で終わる時は「1ul（喜）」を、子音で終わる時は「ul（含）」を使う。  

2 韓国語の「hada」は日本語の「する（サ変動詞）」に対応する。  

：う 徐1996では、上記例文（9）は次のように置き換えられると述べている。   

（i）dtO17tエフ1量望叫己1史書甘毀叶（直訳：子供が魚旦10匹ほど捕った）  

しかし、（9）は「魚を9匹でも11匹でもなく10匹捕った」という意味であるが、（i）では、9匹  

でも11匹でもよくなるという意味の差がある。  
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4 本調査では、「名詞＋ul／lul」という表層的な連続を採集の基準にした。  

5 パーセンテージは小数点以下を四捨五入で表す。  

6 日本語は、新潮文庫100冊CD－ROM版（明治生まれ以降の作家38人の69作品）、朝日新聞1991年   

の天声人語・社説、毎日新聞2000年5月の記事を調査した。  

7 ちなみに、Eタイプの並列を外すと次のような比率になる。   

く韓国語のul／1ul格連続文のタイプ〉  

文のタイプ  例文   ％   

A   Nl－ulN2－ulV   54   17％   

B   ［Nl－ulrN2－ulV2】Vl】   188   59％   

C  rNl－ul‖N2－ulV2］N3］Vl】   65   20％   

D  Nl－ulrN2－ulV2】（1a）koVl   13   4％  

計   320   100％   

《日本語のヲ格連続文のタイプ》  

文のタイプ  例文   ％   

A   NlヲN2ヲVl   20   6％   

B   【Nlヲ［N2ヲV2］Vl】   200   64％   

C  【Nlヲ【【N2ヲV2］N3】Vl】   67   22％   

D   【Nlヲ【N2ヲV2］とVl］   24   8％  

計   311   100％   

8 韓国語のト（la）ko」は日本語の引用の「と」に対応する。  

9 Aタイプの「数量詞」と「時間」は区別が難しいが、「時間」は「数量詞」よりも語順交替が自由で  

ある。例えば、「時間－ul」は次のような語順交替ができる。   

（i）a 望手製寺せ阜叫早塾叫叶喜司回国可（一週間をお父さんは海をさまよい）  

b O一斗巷弼暮せ含叫中音郎¶qフt（お父さんは∵嘩圃を海をさまよい）  

c o一半召叶中書宮子望暮せ書司川中フt（お父さんは海を一週間をさまよい）  

10「hada」は、日本語の「サ変動詞」に相当する。【表3】では、「hada」だけではなく、動詞句の中に   

ul／1ulが入っている例も含めている。例えば、「昔喫q（kkeutmaetda）」が「音量郎Tkkeu叫maetda」  

のように使われているものも便宜上「Ilada」の用例として数えている。  

11平均許容度は「†（自然×2）＋（やや不自然×1）l÷2」で計算している。  

12 d般的に「ヒトgaヒトegeモノー1ulju－da（ヒトがヒトにモノをあげる）」が基本語順である。ul／1ul  

格連続になると、なぜ（b）の方が許容度が高くなるのかについては今後の課題としたい。  

13 袴合辞とは、r－ultonghae（－％昔嘲：～を通して）」のような形式である。韓国語では、裡合辞として   

分類されてはいないが、本稿では、韓国語のトultonghae」等が日本語の「～を通して」等と同様の  

働きをしていることから、便宜上「複合辞」とする。  

14 出現予測値は、「対象ulの出現率×対象ulの出現率」で計算している。  

15 当然認められていいはずのul／1ul格連綿が、実際の口頭調査及びアンケート調査では許容されないと  

答えた韓国語母語話者が少なくなかった。それに関して、演習・ゼミなどでもいろいろな意見があっ  

たが、許事項氏から韓国語でも地域差があるのではないかという指摘をいただいた。地域差について  

は別稿を準備している。  
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